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めったに観戦できないだろうし、何といっても新スタジアムの公式戦初試合である。歴
史的な試合である。

てくてく歩いていると、やたらにぎやかなエリアに出てきた。「マシューストリート」
である。タケ曰く、「一日中こんなににぎやかなストリートは、英国中でもここが一番
でしょう」とのこと。たしかにすごい。そして、若者だけでなく、おっちゃんおばちゃ
んも盛り上がっている。3 連休初日ではじけているのか、何だか知らないが、こういう
ムードの中でビートルズが育ってきたのだろうか。

ちなみに港湾地区にビートルズ像がある。後方の建物（The Three Graces の一つ）
の上に乗っかるリバプールのシンボル「ライヴァーバード」と一緒に撮るのが定番らし
いが、イベント会場の仕切り壁が設置されていて、こんな感じであった（下右）。

この日は夕方からプレミアリーグの試合が各地である。夕食前にパブで飲みながら試合観戦することになった。
マンチェスターシティとトットナムのゲームをやっている。食い入るように見ている人もいるが、ここはリバプー
ル。関係ない人ばかりである。比較的穏や
かに観戦しながらビールを楽しんだ。

夕食は「リバプールならではの料理」をリ
クエストしたところ、SCOUCE（スカウス）
を紹介された。肉じゃがのような感じ。気
に入った。リバプール人の英語は独特で、

「リバプール弁を話す人はスカウスと呼ばれ
る」ということを教わった。

ホテルに戻りタケともう少し飲んだ。
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第 6 日 8 月 24 日（日）＜リバプールでサッカー三昧＞
午前：グディソンパーク（スタジアム）とアンフィールドロード（スタジアム）／リバプール大聖堂
午後：ヒル・ディキンソン・スタジアム 14：00 キックオフ：エバートン vs ブライトン
19：43 リバプール発 ⇒ 23：00 ごろユーストン駅着（24 分遅れ）

いよいよ「サッカー三昧」の一日である。プレミアリーグの試合は 14 時キックオフなので、午前中に動ける。タ
ケがスマホでウーバータクシーを手際よく呼んでくれて、移動は楽だった。

まずは今日のホームチームのエバートンが 133 年間使っていたグディソンパークへ。
1878 年創立のエバートン FC は、もともと

アンフィールドロードをホームとして使ってい
たが、1892 年に賃料が値上げされ、それを機
にグディソンパークを自前で作ったという。そ
こから 2024 ～ 25 シーズン終了まで 133 年
間使い続けたスタジアムである。新スタジアム
ができてグディソンパークはどうなるのかが心
配だったが、タケ曰く「女子チームが使う」との
こと。エバートンの女子チームはウィメンズ・
スーパーリーグ（トップリーグ）に属し、日本代
表が 4 名加入した強豪である。イングランドで
は女子サッカーも盛り上がっている。

スタジアム周辺は静かな住宅街という印象だ
が、あたり一帯が「エバートン」という地名らし
い。スタジアム周辺を歩くと銅像が立っている。

左はアラン・ボール、コリン・ハーベイ、ハワード・ケンドールの像。このトリオは「ホーリー・トリニティ」
（The Holy Trinity）と名付けられ、1969 ～ 70 シーズンには主力選手として 1 部リーグで優勝した。アラン・ボー
ルは 1966 年のワールドカップ優勝メンバーでもある。

スタジアム正面には、戦前の名選手ディキシー・ディーンの像があり、DAD としていまも右写真のように華や
かに祝福されている。1925 年にエバートンに加入というから、オフサイドルールが変更になったころである。戦
前の黄金時代の中心選手は人柄もよかったのだろう。このような選手たちは、その活躍と獲得した栄光だけでなく、
人柄とともにクラブの歴史を形作るのであろう。
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グディソンパークか
ら道路を挟んで公園に
入る。スタンレーパー
クである。

だだっ広い公園で、
地元の人たちが散歩し
ている。カラスもいた。
足は 3 本はない。

グディソンパークが
遠景に見えるところ
で、反対側に別のスタ
ジアムが見える。リバ
プールの本拠地アン
フィールドロードであ
る。こんな近くにある
とは知らなかった。
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スタジアムツアーはやっていな
いが、周りを巡るだけでも十分楽
しめる。ここでもかつての選手や
監督、できごとを語り継ぐための
仕掛けがいたるところにある。ビ
ル・シャンクリー（監督）、ケニー
ダルグリッシュ、スティーブン
ジェラードの名が刻まれたベンチ
には、彼らが活躍した試合のこと
が刻まれている。ほかにもたくさ
んあった。

語り継ぐべき記憶はサッカー
の試合だけではない。1989 年の

「ヒルズボロの悲劇」はシェフィー
ルドで起きたことだが、ゴール裏
の立見席が崩壊し、リバプールと
ノッティンガム・フォレストのサポーターが 96 人亡くなった大惨事である。そのころスタジアムの安全性の問題
はフーリガン問題とともに社会問題となっていた。私も大学院時代にスポーツ社会学研究室でこの類の論文をよく
目にしたものである。英国社会がこの問題に向き合い、スタジアム環境の改善が図られ、いまでは女性や子ども、
高齢者も安心して観戦できるようになった。だからこそこうした悲劇は忘れてはならない（下左写真）。

別のところにも多くの花束が飾られていた。昨シーズン優勝の立役者でもあるディオゴ・ジョタが今年 7 月 3 日、
帰省先のポルトガルで弟とともに交通事故で亡くなったのである。この悲報は全世界を駆け巡ったが、スタジアム
の一角にはこのような場が設けられていた（下右写真）。

ちなみに胸像はジョン・ホールディング。リバプール創設のきっかけとなった人物である。「1891 年、アン
フィールドのオーナー、ジョン・ホールディングは、当時アンフィールドを本拠地として使用していたエヴァート
ンに対して施設使用料の値上げを要求したが、エヴァートンはこれを拒否しグディソン・パークへの移転を決定。
ホールディングはアンフィールドに新たなサッカークラブを設立（略称 :Everton Athletic）。1892 年 3 月 15 日に

「リヴァプール FC」とした」（Wikipedia）。

リバプールオフィシャルショップもリニューアルされたらしい。今シーズンからユニフォームはナイキからア
ディダスに代わり、大きな売り上げが期待されている。



110

有名なゴール裏席「コップ」の裏で、ビル・シャンクリーのポーズに合わせて写真を撮った。1 月から「六十肩」に
悩まされていたが、これぐらい腕は上がるようになった。

スタジアムを後にして、リバプール大聖堂へ。リバプール観光必須の聖堂である。メチャクチャ広い。時間があ
れば塔のてっぺんに上ると市内全域が見えてよいらしいが、長居はできない。タクシーで市内に戻り、バスでいよ
いよ試合会場へ。

2 階建てバスは青色である。リバプー
ルのホームゲームのときは赤色なのだろ
うか。

市の中心部から歩いている人が大勢い
る。我々もバスの終点から歩いてスタジ
アムへ。わくわく感が高まる。

歩きながら観察すると、おじさんが多
いのに気づく。それも、スキンヘッド
で、おなかが出ていて、タトゥーをどこ
かに入れている、ちょっとこわもてのお
じさんたちである。娘がそう表現してい
たが、確かにそうである。けどおそらく、
ムチャクチャ陽気で楽しいおじさんたち
なのだろう。見た目だけで「フーリガン」呼ばわりはしたくないし、されたくもない。ちょうどタケと私の左後方に
いる人のような感じである。若者もいるが、圧倒的な存在感があるエバートンのおじさんたち…。

スタジアムに入る前の広場はライブ
演奏で盛り上がっている。大音響を聞
きながら、スタジアムに入っていく。
そう言えば BBC のニュースでこのスタ
ジアムの特集をやっていた。海を埋め
立て新たに造成した土地に作ったスタ
ジアム。スマホ決済で全て済ませるシ
ステムが導入されているようだ。世界
遺産ではなくなったが、リバプールは
新たな時代に向かっている。
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セキュリティチェックを通り、スマホ画面をか
ざして中へ入る。最後はおきまりの「ターンスタ
イル」。一人ずつ入る回転扉である。

さっそく売店でビールを買おうとするが、やり
方がわからない。BBC でやっていたのだが…。タ
ケがいろいろ聞いてくれた。我々のチケットは￡
10 のバウチャー付き。ビールやつまみを買って
スマホのチケットでピッとすれば自動で引き落としてくれるという。ホンマかいな。

スタンド内でのアルコールは NG なので、スタンド後方のスペースで飲み食いしてから中に入ろう。
と言っているうちに試合開始 15 分前になった。アップは見られなかった（スタンド裏のモニターでは見ていた）

が、いよいよ 229 番のゲートから中に入る…
そこはすばらしい空間が、大音響とともに広がっていた…
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全員が振っているエバートンのフラッグは、各座席に備え付けのメモリアルグッズである。およそ 52,000 人の
ほとんどがエバートンのサポーター。134 年目にして新スタジアムに移った公式戦初戦である。歴史がここから始
まる。ブライトンのサポーターが、ちょうど我々の真下のコーナー付近にいるのはわかる。三苫選手もいる。がん
ばってほしいがエバートンを応援している自分がいる。

選手入場、両チーム選手紹介。ブライトン側の紹介はさっと済んだ。エバートンは一人ずつ画面に大映しで紹介
される。まずはイングランド代表の GK、
ジョーダン・ピックフォード。大歓声に包
まれる。各選手とも盛り上がるが、ジャッ
ク・グリーリッシュは特大の声援であった。
マンチェスターシティから 8 月中旬にレン
タル移籍が決まったばかりのイングランド
代表である。

注）公開サロンでは映像を用いて紹介した
が、このあたりでオンラインの方々の画面
が止まり、音声のみになってしまったようだ。
申し訳ない。
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試合は 2-0 でエバートンが勝利。歴史的な試合はお祭りムードで喜びに包まれた。
スタジアムから街なかへ、みな歩いて戻る。戻りながらこのゆたかな一日の喜びを仲間とともに楽しんでいる。

道の途中にパブが何軒かあり、そこで仲
間と喜びを分かち合う。毎週末、彼らは
このように過ごしている。2 週に一度は
ホームゲーム。スタジアムはヒル・ディッ
キンソン。歴史が始まる。

いったんホテルに戻り、荷物を持って
リバプールでラストの夕食。

何となくご飯が食べたくなってきたの
で中華料理「美味 MEIMEI」で飲み食いし
た。タケとともに過ごした充実の 2 日間
もおしまい。タケには心から感謝である。

19 時 43 分リバプール発。ユーストン
駅に着いたのは 23 時ごろだった。心地
よい疲労感。

ちなみにプレミアリーグのチケットは、
一人あたり￡169 ≒ 33,800 円。試合プログラムと￡10 のバウチャー付きチケットであるが、いろいろあってプ
ログラムはまだ手許にない。年内には届くだろう。

第 7 日 8 月 25 日（月祝）＜サッカーの聖地探訪～大英博物館等＞
午前：「フリーメイソンズ・タバーン（アームス）」を探すが…／コベントガーデン、交通博物館
午後：大英博物館

自由に動けるのはこの日がラスト。大英博物館に行くこと、お土産を買うこと、荷造りをすることは MUST だ
が、私にはもう一つすべきことがある。「フリーメイソンズ・タバーン」訪問である。

1863 年 10 ～ 12 月、さまざまなフットボールのルールを統一しようとロンドンのパブで会議が 6 回開かれた。
ランニングイン（ボールを持って走る
こと）とハッキング（相手のすねを蹴る
こと）を認めるかどうかが論点である。
最終的にこれらは禁止され、FA（The 
Football Association）が 創 設 さ れ、
今日のサッカーが近代スポーツとして
成立する。ラグビー派の人たちは FA
には加わらず、自分たちで RFU（Rugby 
Footbaoo Union）を 1871 年に組織
する。大きな分かれ目となった会議が
開かれたのが「フリーメイソンズ・タ
バーン」である。

ネットで検索すると、2017 年の時
点でこのお店は「フリーメイソンズアー
ムス」という名前になっている。それ
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でも店内には「サッカー発祥の地」であることがわかる展示があったらしい。
＜参考：西方見聞録 https://ameblo.jp/levagabond/entry-12289948221.html　2017 年 7 月 6 日）＞

今回の旅でどうしても行っておきたかったのがここである。情報は少ないがコベントガーデン付近にありそうだ。
コベントガーデンには妻と娘も行こうとしていたのでちょうどよい。駅まで一緒に、そこからは一人で捜索した。

日曜日の早朝だったが、店支度を
しているレストラン / パブのおじさ
んに尋ねてみた。すると「知ってる
よ。けど 2 か月前に閉店したんだ。
いまは別の店になっている」という。

「ええっ ?!」。おじさんに店の前まで
連れて行ってもらったところ、確か
に外観は「フリーメイソンズアーム
ス」であるが、店名は違うし、中を
覗き込んでも「サッカー発祥の地」
に関する展示は見当たらない（店
は閉まっていた）。隣のコーヒー店

（CAFFÉ NERO というチェーン店）
で「隣にあったお店のことで聞きた
いことがある」と尋ねても、若い店
員には何のことかわからなかった。

とにかく「フリーメイソンズアームス」は、ない。ショック…

気を取り直してコベントガーデンへ。そこで妻と娘と合流。近くの交通博物館へ入る。とくに期待しないまま
入ったが、これがなかなか充実。とくに地下鉄のあゆみについてはおもしろかった。

昼食をファストフードのケバブ屋で食べ、大英博物館へ。このあたりは全部歩いて回れる。
大英博物館は予想通りすごい規模の展示で、半日で回れるわけがない。「7 つの見どころ」と書かれていたところ

は回ってみたが、人も多く、けっこう疲れた。
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大英博物館近くのお土産屋さんでいろいろ買って、ちょっと早いけど夕食。締めはやはりフィッシュアンドチッ
プスである。食べ物についてはまったく苦にならなかった。何でもおいしいし、何でもある。ちょっと高いけど…。
とにかくこの 3 連休は天気が良く、かと言って暑すぎることもなく、最高の週末であった。こちらはすでに曜日感
覚はまったくないが…。

何度も利用したキングスクロス駅とセントパンクラス駅が美しい。

娘宅に戻り、荷造りしながらテレビをみていると、スコットランド・エジンバラ城の夏のイベント「ミリタリー
タトゥー」をやっていた。スコットランドも行ってみたい。ウェールズも、北アイルランドも、その南のアイルラ
ンド共和国も…。
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第 8 日 8 月 26 日（火）＜移動＞
UK10：00 ごろ離陸（JPN18：00）～ JPN6：40 羽田着（約 13 時間）

5 時 30 分起床、6 時
ごろには出発して駅へ。
この日から人々は連休明
けで仕事開始である。

いつも感じていたが、
ごみの捨て方、集め方が
わからない。街なかの共
同ゴミ箱に燃えるものと
燃えないもの、ビン・カ
ンを分けて出すようだ
が、ごみ収集車はすべて
一緒に集めている。どう
いうことだろう（右上は
8/25 コベントガーデン
周辺。他は 8/26 早朝）。

それと、横断歩道の渡
り方がよい。日本だと信
号に忠実に従うのみだ
が、信号しか見ていない。こちらの人は信号が赤でも、何も来なければ渡る。周りをよく見ている。信号しか見ず
に、青というシグナルに反応しているだけの日本人は、信号無視して走ってくるものに気づくのだろうか。同調圧
力の強さもあるが、大事なのは車にはねられないことであり、そのために周りをみること、そのための判断材料と
して信号をみることである。周りをみることがもっとも重要。これはサッカーで学ぶことですね…などと考えてい
たら 7 時過ぎにヒースロー空港に着いた。8 時 30 分ごろには娘としばしのお別れ。娘の仕事も再開である。がん
ばれよ。

8 時 50 分ごろには搭乗口へ。9 時には座席に着いたが、離陸は 10 時ごろになった。
帰路は北まわりでなく、ユーラシア大陸のど真ん中を横断するルートであった。ドイツ、ハンガリー、ルーマニ

アの上空を飛んで黒海へ。そこから中央アジア経由で広大な中国上空を飛ぶ。途中から揺れ出して、2 度目の食事
はなくなるかもと思ったが、何とかいただくことができた。

日本時間の朝 7 時前に着陸。UK10 時（JPN18 時）に離陸してから 13 時間のフライトである。
羽田空港から京急に乗ったのは 8 時ごろ。乗っている人が皆同じような色で似たような顔をしていると改めて

思った。ロンドンの地下鉄にはいろんな人が乗っていた。
京急から都営三田線に乗り換え、自宅最寄駅へ。メチャクチャ暑い。どうかしている…。

わずか 1 週間の英国旅行であったが、久々の海外、初の英国は、刺激に満ちたところであり、とてもゆたかな 1
週間であった。

退職して得た時間をフルに活用して、またどこかへ出かけ、いろんな人や文化に触れ合いたい。
そして感じたこと、考えたことを、いろんな人にお伝えしたいと思った。
来年はギリシアに行く予定がある。FIFA ワールドカップもある。楽しみである。
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Ⅳ．参加者からのコメント
◆ 丸山実花（お茶の水女子大学附属高校）＜ 9月 28日＞

同じ保健体育科の教員として、休暇をどのように過ごされているのかに大変興味がありました。
夏休み中も精力的に活動されていることに驚きましたが、いずれもご自身の「好き」から生まれているものであり、

だからこそ夏休みならではの充実した体験につながっているのだと感じました。
私自身も、この夏休みに初めて海外旅行を経験し、「本物」に触れることの大切さを実感するとともに、年齢を重

ねることで柔軟性が失われつつあることも痛感しました。
その後の夜の会も含め、いろいろな方にお会いできたことも楽しかったです。
また引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

◆ 細田卓次郎（筑波大学附属駒場中学高校水泳部監督）＜ 10月 1日 ⇒ 10月 6日一部修正＞

通算で 347 回の開催ということで、伝統あるサロンに参加させていただき、有意義な時間を過ごすことができま
したことを、大変感謝申し上げます。

私は今年から筑駒の水泳部の監督を務めさせていただいておりますが、世の中の先生方がご自身の多くの時間を
教育に傾けていることを肌で感じております。

また、中塚先生の着任 2 年目の夏休みのスケジュールを拝見し、自分の時間がまったくないことに驚きました。
しかし、中塚先生が「これは苦痛ではなく、自分の練習にもなった」と前向きにお話しされていたのを聞き、このポ
ジティブな発想こそが多くの方々から慕われている理由の一つだと感じました。

さらに、「夏休みでイングランドへ行ってきた」と題してお話しされていた際、観光をされつつも観察・分析を行
い、それを心から楽しんでいらっしゃる姿を拝見し、筑波大学体育専門学群らしさとはまさにこのようなものだと
改めて感じました。

私は昨日お伝えいたしましたプロジェクトの関係で学校では授業を持っておりませんが、部活動を通じて生徒た
ちを育てる傍ら、筑波大学にスポーツホテルを創設し、さまざまな事業を展開することで、体育やスポーツの発展
に貢献したいと考えております。

今後、昨日の懇親会でも少し話題に上がりましたが、限られた家族の時間の中でどのようにお子さまを育ててこ
られたのか、また「教育とは何か」という根本的な部分についても、より深くお話を伺うことができれば幸いです。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

◆ 奧山純一（クーディップ株式会社）＜ 10月 8日＞

私が約 10 年前に辿ったイングランド旅行と同じようなルートで懐かしく、建物やインフラは変化がない一方で
サービスには変化があり、少しづつ社会は変化しているものだなと思いました。

また、発表にあったサッカーミュージアムは私も訪れましたが、中塚さんだけでなく、サッカーライト層の私で
も１日中いられる施設であったことを補足します。

◆ 齊藤芳（桜丘中学・高校）＜ 9月 22日：公開サロン案内への返信メール。当日は不参加＞

大変ご無沙汰しております、またメールありがとうございます。
（中略）中塚先生のイングランド滞在概要読ませて頂きました。自分は社会人サッカーで知り合った先輩がロン

ドンで働いている（現在も）関係で、初めて行ったのが 2007 年でそこからパブも含めはまってしまい、1 日、2 日
の滞在も含め 9 度ほど行っています。2007 年当時、先輩の会社がチェルシーの年間シートを 2 席持っていました
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ので連れて行っていただいたり、
今では日本でもあるのかもしれま
せんが、年間シートを持っている
人が行けない日に年間シートを貸
し出せる制度？でエミレーツスタ
ジアムにも行きました。先輩も
ネット上のやり取りのみで、当日
ある駅で待ち合わせて、初めて会
う人（ブルガリア人でした）にカー
ドを借りて行ったりしました。今
はもうその制度はないかもしれま
せんが。ロンドンの他プレミアの
チーム、下部リーグ、ウェンブ
リーでの代表戦、リバプールなど
プレミアリーグに行きましたが、
ピッチとの距離がものすごく近く

（ウェンブリーは別ですが）独特
の雰囲気で素晴らしいですね。フ
リーメーソンズアームも何度も行
きました。閉店しているとは知ら
ず、サッカーファンには大変残念
ですね。

エバートンの新スタジアムに行
かれたのはすごいですね。建築時
から youtube で見ていました。リバプールももちろん
ですが、エバートンもファンのすごい多い人気チームで
すよね。Gk のジョーダン・ピックフォードは全然移籍
しませんしね。

（中略）最後に添付したのは現地で撮った写真です。
先生の「ロンドン市内観光（8/25）」に出てくるフリーメ
イソンズアームです。その奥の高い建物がフリーメイソ
ンヨーロッパ本部？（イギリス本部？）だそうです。在住
の先輩に教えていただきました。もしかしたらフリーメ
イソンが FA 創設に、もしくは今の一大サッカービジネ
スに関連しているのかと想起してしまいますが…。最後
の写真がフリーメイソンズアーム内にあるモニュメント
で、そこの席で FA 開設に向けた会議が行われたそうで
す。確かお店の一番右奥の席だったと記憶しています。

ながなが長文ですいませんでした、ついサロンに参加
していた時の気分になってメールしてしまいました。

いつかまたお会いできる日を楽しみにしております！


